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１．研究の動機と目的 

本研究の目的は、一人一人が尊重されるよう、多

様な生き方を認め合って、誰もが自分らしく生きる

ことができる社会の実現に向けて、マイノリティへ

の理解を深めて国の不平等をなくそう」の現状を分

析して差別や偏見をなくすことである。 

  

２．研究意義  

マイノリティによって不便に感じたり暮らしにくく

感じる場面をなくすこと。また、現代社会を変革する

ことによる SDGs 課題解決。  

  

３．調査内容 

 当初は左利きに特化した研究テーマで進めていた。

10 代から 50 代の男女 90 人にアンケートを実施した

ところ、右利きが約 85%、左利きが約 10%、両利きが

約 5%だった。また、左利きで不便に思った瞬間につ

いて聞いたところ、文字を書きづらい、道具を使い

づらい、食事の際に隣の人の肘にぶつかる、などの

回答を得て、「使いやすさ」を考えたデザインは左利

きにとって不便になってしまう場合が多いことが分

かった。 

 しかし、調査を進めていくと、利き手以外のマイ

ノリティ問題や多様性の理解の浅さが浮き彫りになり、

マイノリティとマジョリティの共生のための工夫が必

要だと思い研究テーマを変更した。  

マイノリティとは「社会的少数者」と言い換えるこ

とができ、マイノリティという言葉が示しているのは

社会的に重要ではない、大したことがない、と判断さ

れがちな少数派である。具体例は健常者と障害を持つ

方、左利きと右利き、大和民族とアイヌ民族、同性愛

者と異性愛者など。マイノリティが抱える問題として、

様々な制度で対象とされないことや、差別・抑圧・人

権侵害の被害がある。以上の調査の結果、マイノリテ

ィ体験ワークショップを提案する。  

  

４．アイデア展開  

 マイノリティ体験型ワークショップを開くことで、

互いの理解を深め正しい知識を身につけることがで

きる。さらに、SDGs の課題解決にも繋がる。今回は

ワンハンドに特化したアイデア展開をした。それに

より、片腕で困ることやその理由、援助の仕方につ

いての理解を深められる。一方で障害に関する認識

をゆがめるという危険性もあるので、マイノリティ

体験を行うにあたって十分に考慮し、どのようなと

ころで誤った体験がもたれるのかを把握し、参加者

が誤った認識を形成することを防ぐかも検討しなけ

ればならない。 

 

図 1:片麻痺の更衣着脱（着衣） 



 

図 1:片麻痺の更衣着脱（脱衣） 

 

５．今後の展開  

 マイノリティ体験型ワークショップで使用するゲー

ムを制作予定。 
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